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第６５５号





11月17日（火）　０９：３０～１０:0０　第３回　検数労連２０冬季一時金交渉


両協会、２０冬季一時金有額回答に向けた考え方を披歴。


一時金は生活補填金！大幅減額、格差回答は認めない！
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※次回交渉


１１月２５日（水）１４時～


第４回　検数労連２０冬季一時金交渉（有額回答指定日）につき、注目せよ！





収支状況による見せしめ的な一時金切り下げ、特別評価等の格差回答は認めるわけにはいかない。


これまで我々は、両協会の経営状況が良い時にも一時金の支給額を一定抑えられてきたという認識でいる。そういった意味では、コロナ禍のなか、現場で働かざるを得ない従業員のモチベーションを保たせるだけの要求に沿った一時金を求める。


















































































































































通りを基本とするが、従業員のモチベーションを保たせるため、最大限努力した回答を出来るよう努力したい。





【組合主張】


　組合は両協会から有額回答に向けた考え方を聞いて、次のとおり主張しました。


　新型コロナ感染症の影響を受け、両協会の収支状況が悪化していることについては一定の認識はしているところである。しかしながら、組合としては『一時金イコール日々の生活給の補填分』という考えに変わりはないことから、今冬季一時金については『コロナ禍での生活防衛』という意味合いが強い。コロナ禍での極端な減額や、各支部の




































































１１月１７日（火）第３回検数労連２０冬季一時金交渉で、組合は両協会に対し、有額回答に向けた考え方の披歴を求め交渉を行いました。





【日検協会】


　新型コロナ感染症の影響がある中で国内企業の賞与の状況を見てみると、一部の企業を除いて軒並み引き下げられているとの状況が伝えられている。港湾全体を見ても同じ状況であり、日検協会としても他の企業と同様に上期収入が大幅に減少している状況にある。


　そのような状況下であるが、有額回答の考え方として『収益の配分』という考え方に変わりはなく、算式についてもこれまで通りを踏襲する。上期の収支分を様々な角度から鋭意検討をして、有額回答を構築していきたい。





【全日検】


　事業環境的には新型コロナ感染症の影響を受けて、減収となっている。その減収分を様々な施策で補っている状況にあるが、一時金の支給額については減額も考えなければならない状況にある。


一時金の算式については、従来
















































































　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 


